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◎ デボ－ション（お言葉と祈りに生かされましょう）

13 イザヤ書 ６１ 使徒 １ マタイ １１：２５～３０
14 ６２ ２ 神 ローマ １：１８～２３
15 ６３ ３ を ヨハネ ６：３４～４０
16 ６４ ４ 知 ヨハネ １７：２０～２６
17 ６５ ５ る 詩篇 ９２：１ ～１５
18 ６６ ６ マタイ ２２：３４～４０
19 エレミヤ書 １ ７ マルコ ２：１ ～１２
20 ２ ８ マルコ ３：２０～２７

◎毎日お祈りしましょう！ 今週の記念日
召天記念日(１８日 青野 金子さん2013年)
①姫路あけぼの教会の救霊の御業が前進するために！
②教会員の方々の教会生活の上に祝福を！
③尚子ホーフリッチ姉の霊肉の健康と聖霊の満たしを！
④柴田福嗣人先生（元・習志野教会）の上に神様の祝福を！

◎本日、仲森文穏牧師がおいで下さり特別礼拝のご用をして
頂き感謝します。

◎教会総会 28日(日)午前10時 総会礼拝 続いて教会総会
議案1：役員選出の件 2：新年度計画案承認に関する件
3：新年度予算案承認に関する件 4：その他
議案書を前もってお渡しする予定です。お祈り下さい。

◎「オミクロン株」の感染が拡大し、「まん延防止等重点措
置」の適用が21日まで再延長されています。その間、聖書
の学び、祈り会はお休みにし、教会総会も延期しています。
お互いに気をつけ、三密を避け、消毒を怠らず、マスクを
着用し、礼拝に出席しよう。発熱の場合はご家庭で礼拝を！

◎弓岡光子姉は９日に退院されました。痛みが激しい状態で
す。入院中の増田真砂姉のため、入所中の梅崎洋子姉、郡
敏子姉のため、また弱さを覚えておられる方々のために続
いて祈りましょう。

◎土地購入献金 礼拝献金3,000円献げられ感謝します！
◎牧会短針 先週まで記念誌「35年の歩み」を半数発送する
ことが出来ました。感謝です。残りのは発送のためにも続い
てお祈り下さい。また教会総会も前もって資料を作成する予
定ですが、短時間で済ますことが出来ればと願っております。
よろしくご協力下さい。尚、礼拝は対面で行っておりますが、
その他の会合は自粛しております。一日も早くコロナが収束
し、自由な働きが出来るように祈っていきましょう。
今週の牧師の予定 14日 眼科の治療 15日 姫路宣教祈祷会zoom

による、こころの会 17日 キ障協各団体代表者会zoomによる

◎先週の報告 礼拝8名、子ども教会１＋5名 聖書の学び休み
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◎今週の御言葉 「重荷を軽くされて」（マルコの福音書８
章27節～38節）
「するとイエスは、彼らに尋ねられた。『では、あなたがたは、

わたしをだれだと言いますか。』ペテロが答えてイエスに言った。
『あなたは、キリストです。』」(29)。 仲森文穏牧師

○イエス様が「あなたがたは、わたしをだれだと言いますか」
と尋ねた時、ペテロはすぐ「あなたは、キリストです」と答えま
した。流石ですね。聖書を読んだ人の意見は様々で、ある人はイ
エス様のことを偉人だと言い、ある人は人生の教師だと言います。
でも不十分です。イエス様が望んでおられるのは「出会い」です。
人と人が出会う。いな、人と神が出会う。それこそが聖書の正し
い読み方です。そこで、主イエスと私が出会う。そして、その出
会いによって私たちの考え方が変わる。生き方そのものが変わっ
てしまう。ペテロは「あなたはキリストです」と告白しました。
それほどに、彼はイエス様との出会いを喜び、自分の全存在をか
けて従いたいと思っていたのです。
イエス様は、弟子たちに「人の子は捨てられ、殺され、三日の

後によみがえらなければならない」と話されました。仕方なくそ
うなるというのではなく、人々の罪の赦しと救いのために、私が
十字架にかかり、よみがえる必要があるということです。ペテロ
はびっくり仰天。それをいさめ始めると、イエス様から「下がれ。
サタン。あなたは神のことを思わないで、人のことを思っている」
と叱られてしまいます。サタンの働きとは、甘い言葉で決心を鈍
らせ、神の御心に従うよりも自分に従うよう、人を誘惑するとこ
ろにあるからです。この自分の思いというのはペテロのみでなく、
誰にもあるように思います。
○そういう背景の中で、８：３４の「だれでもわたしについて

来たいと思うなら、自分を捨て、自分の十字架を負い、そしてわ
たしについて来なさい」という御言葉を聞くと、かなり身が引き
締まる思いがします。果たして私たちに自分を捨て、十字架を背
負うなんてことが出来るのでしょうか。大きなチャレンジではな
いか、と思います。しかし、マタイ１１：２８でイエス様が言っ
ておられます。「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのも
とに来なさい。休ませてあげよう」と。信仰は、重荷を増やすこ
とではなく重荷を軽くされることです。私たちはどんなに力んで
も、自分で自分の体を持ち上げることは出来ません。自分で自分
を救うことは出来ません。そもそも自分を捨て、自分の十字架を
背負うなんて、自分の力で出来るものではありません。自分にで
きそうもないことはイエス様に委ねて生きる、それが私たちの生
き方ではないかと思います。ペテロと同じ弱さも欠けもある私た
ち、イエス様に従う喜びは、ありのままの自分をイエス様に委ね
て歩む所にあると信じます。人生のどの場面でも「重荷を軽くし
てくださる」主の導きを信じ、そして主に栄光を帰する、そんな
日々であるよう祈りつつ歩もうではありませんか。
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